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ﾊﾟﾙｽ回路設計例集成目次

1無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路設計例

1.1大きなﾃﾞｭｰﾃｨ比がとれるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ

回路

1.2広帯域電圧制御形の無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.3安定度を改善した広帯域電圧制御形の無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.4長い周期の発振ができるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.5起動特性の良い広範囲周波数可変の無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.6ｵﾌ時間とｵﾝ時間の比を大きくとれるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞ

ｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.7充電電流により周波数が可変になるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞ

ﾚｰﾀ回路

1.8ｴﾐｯﾀ時間回路を付加した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.9一つの電源で動作するよう設計したｴﾐｯﾀ時間回路付ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞ

ﾚｰﾀ回路

1.10迅速なｽｲｯﾁﾝｸﾞとｼｬｰﾌﾟな連続波形が得られる無安定ﾏﾙﾁﾊﾞ

ｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.11簡単な無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路の構成例

1.12ｵﾝ･ｵﾌ比が大きくとれるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾟｲﾌﾞﾚｰﾀ

回路

1.13極めて直線性のよい三角波をつくる無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.14大きなｽﾍﾟｰｽ対ﾏｰｸ比が得られるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾞﾊﾞｲ

ﾌﾞﾚｰﾀ回路



1.15ｴﾐｯﾀ結合広帯域無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.16ﾃﾞｭｰﾃｲｻｲｸﾙ可変の定周波数無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.17電源電圧安定化した超低周波無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.18周波数安定性のよい方形波が得られるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞ

ｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.19SCSを1個用い設計した簡単な無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.20周波数可変形の無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.21周波数可変範囲が広くとれる無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.22始動の状態が一定になるよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回

路

1.23ﾛｼﾞｯｸ回路でｹﾞｰﾄするよう設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ

回路

1.24無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀを用いた12V電源ﾈｵﾝﾗﾝﾌﾟ駆動回

路

1.25直接結合の三角波発生無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.26周波数が10,000:1の範囲で可変になるよう設計した無安定ﾏﾙ

ﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.27簡単で確実に発振する無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.28正確な対称方形波が得られるIC演算増幅器を用いた無安定ﾏﾙﾁ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回略

1.29ﾘﾝｸﾞ発振による信頼性の高い無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.30教育用に設計した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.31TTL回路に直接接続でき1~30Hzまで可変な無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲ

ﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.32ﾏ-ｸ時間,ｽﾍﾟｰｽ時間が独立に変えられる無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞ

ﾚｰﾀ回路

1.33ｺﾚｸﾀとﾍﾞｰｽを直接結合した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.34IC555を使用した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路



1.35IC演算増幅器で構成した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

1.36論理ICｹﾞｰﾄで構成した無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路設計例

2.1回復時間が短くなるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.2高いﾃﾞｭｰﾃｨｻｲｸﾙで高安定に動作するよう設計した単安定ﾏﾙ

ﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.3 100%に近いﾃﾞｭｰﾃｨｻｲｸﾙが実現できるよう設計した単安定ﾏ

ﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.4IC演算増幅器で構成した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.5広帯域化した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.6ﾊﾟﾙｽ幅を調整できるよう設計した2段単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回

路

2.7IC(RTμL923)を付加し雑音に強くなるよう改善した単安定ﾏﾙ

ﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.8広いﾊﾟﾙｽ幅がとれるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.9周波数を1/12まで分割できるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚ-ﾀ

回路

2.10広範囲に時定数可変の回路を用いた単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.11NANDｹﾞｰﾄ3個で構成した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.12ｵﾌ時電流が不要になるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.13高ﾃﾞｭｰﾃｨｻｲｸﾙの長いﾊﾟﾙｽが得られる単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚ

-ﾀ回路

2.14IC演算増幅器を用いた広帯域の単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.15 1O秒までの安定なﾊﾟﾙｽ幅をもつ単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.16正または負ﾊﾟﾙｽでﾄﾘができるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚ

-ﾀ回路

2.17単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀのﾊﾟﾙｽ幅を求めるﾉﾓｸﾞﾗﾌ



2.18安定で遅延時間が長く負荷駆動能力の大きい単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

2.19出力として50nsのﾊﾟﾙｽ幅が得られるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞ

ｲﾌﾞﾚｰﾀ回略

2.20 1個のSCSを用い低繰返周波数が得られるよう設計した単安定ﾏﾙ

ﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.21 60Hz雑音防止回路付きの単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.22ICを用い時定数18秒が得られるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚ

一ﾀ回略

2.23IC演算増幅器を用い温度安定性がよい単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回

路

2.24入力の両方のｴｯｼﾞによってﾄﾘｶﾞされるよう設計した単安定ﾏﾙﾁ

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.25FET電流源で直線性がよくなるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾉｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

2.26 4重2入力ｹﾞｰﾄ1個による簡単な単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.27単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路を用いてｽｲｯﾁｺﾝﾀｸﾄのﾄﾗﾝ

ｼﾞｪﾝﾄをなくす方法

2.28ｸﾛｯｸ信号の両ｴｯｼﾞでﾄﾘｶﾞするよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲ

ﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.29雑音の影響を受けにくくなるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ

回路

2.30遅延時間を長くﾃﾞｭｰﾃｨｻｲｸﾙも大きくとれるよう設計した単安

定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回略

2.31DTLまたはTTLを用い大きなﾃﾞｭｰﾃｨｻｲｸﾙが得られるよう設

計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.32ｴﾐｯﾀﾎﾛﾜ出力の長周期単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.33IC演算増幅器を用い遅延時間O.8~135msが得られるよう設計した



単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.34出力ﾊﾟﾙｽ幅をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑできるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚ

ｰﾀ回路

2.35論理入力から二極性出力を得るよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

2.36NANDｹﾞｰﾄ1個よりなる単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.37FETとICの組合せによる長いﾊﾟﾙｽ幅の得られる単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲ

ﾌﾞﾚｰｸ回路

2.38可変ﾃﾞｭｰﾃｨｻｲｸﾙが得られるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞ

ﾚｰﾀ回路

2.39ﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄ時間を可変にできる簡単なﾘﾚｰ単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞ

ﾚｰﾀ回路

2.40IC NANDｹﾞｰﾄ1ﾊﾟｯｹｰｼﾞで構成できる単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

2.41 2入力4ｹﾞｰﾄのTTL,DTLで構成する単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回

路

2.42ﾊﾟﾙｽの前後縁でﾄﾘｶﾞされるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

2.43回復時間が長くとれ調節できるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

2.44TTLｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙな出力波形を得る両方向性単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路にﾋｽﾃﾘｼｽ特性をもたせる方法

2.45ｼﾝｸﾞﾙｴﾝﾃﾞｯﾄﾞで用いた場合の両方向性単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路にﾋｽﾃﾘｼｽ特性をもたせる方法

2.46ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙで用いた場合の両方向性単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路にﾋｽﾃﾘｼｽ特性をもたせる方法

2.47電流ﾓｰﾄﾞ演算増幅器を用い設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.48電源に含まれる雑音に影響されにくいよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲ



ﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.49広範囲にﾊﾟﾙｽ幅を変えられるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

2.50耐雑音特性のすぐれた単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路の設計

2.51車用ﾀｺﾒｰﾀとｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀ用に設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚ

ｰﾀ回路

2.52IC555を使用した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.53遅延時間をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ的に変化できるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲ

ﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.54論理ICｹﾞｰﾄを使用し設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.55論理ICｹﾞｰﾄを使用した出力ﾊﾟﾙｽ幅を自由に変えられる単安定ﾏﾙ

ﾁﾀﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

2.56人力ﾊﾟﾙｽに依存しないﾄﾘｶﾞ点を持つよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾉ

ｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

3双安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路設計例

3.1可逆10進ｶｳﾝﾀ用に設計した双安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

3.2DTLを用いた双安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

3.3μL914を使った双安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

3.4MOSTを用いた双安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

3.5MOSTを用いたIC化のための双安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

4ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路設計例

4.1ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い速い繰返速度が得られるよう設計した単安

定回路

4.2ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計した高速単安定回路

4.3ns領域で時間差→ﾊﾟﾙｽ幅変換器として使えるﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ

単安定回路



4.4計算機解析に都合のよいﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ単安定回路

4.5ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用いたﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

4.6ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの出力最大値

4.7ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀのﾊﾟﾙｽ幅および回復時間

4.8ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの等価回路

5ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路改良設計例

5.1定電流源をもった双補形ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.2同期後一定周期となるように設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.3ﾀﾞｲｵｰﾄﾞで温度補償を行なったﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.4周波数範囲を広げるよう設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.5時定数を広範囲に変えられるよう設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.6scsを用いた調整の容易なﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.7ﾏｰｸ比をｽｲｯﾁで変えるように設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.8低電圧動作でも周波数範囲が広くとれるよう設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚ

ｰﾀ回路

5.9IC,容量,抵抗からなる低価格ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.10 1Hzから1MHzの周波数範囲で動作可能に設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰ

ﾀ回路

5.11ICﾀｲﾏを用いたﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

5.12PCD(ﾌﾟﾗｽﾞﾏ結合素子)を応用して設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回

路

5.13単安定,無安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀに使用することができるIC

5.14単安定と無安定の周期が等しいICﾀｲﾏのﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

6ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路設計例

6.1出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽが一定になるよう設計したﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.2 2ﾋﾞｯﾄのﾃﾞｰﾀ蓄積用に設計したICﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路



6.3供給電源の時定数に無関係で速い初期設定が得られるよう設計したﾌ

ﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.4電源電圧が正常値になった後まで抑制信号を出せるよう設計したﾌﾘ

ｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.5MNOS-FETを用い設計したﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.6 4重2入力NANDｹﾞｰﾄ1個で設計した簡単なtoggle-modeﾌﾘｯ

ﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.7ﾏｲｸﾛ波用ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用い設計したﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.8外部雑音や負荷影響を防いだ双D形ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.9ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟを別個のﾊﾟﾙｽでｾｯﾄ,ﾘｾｯﾄする回路

6.10 2個の抵抗により雑音余裕が大きくなるよう設計したﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯ

ﾌﾟ回路

6.11ﾌｪｱﾁｬｲﾙﾄﾞ9923形ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路とその近似回路

6.12 3入力NANDｹﾞｰﾄを使用しないﾌﾟﾚｼﾞｸﾀﾌﾞﾙRSﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯ

ﾌﾟ回路

6.13IC化に適するよう設計した安定度制御形ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.14電流差動増幅器(CDA)を用い設計したﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.15立上りでﾄﾘｶﾞするよう設計したRSﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ回路

6.16転移時間が半減するよう設計したﾃﾞｭｱﾙﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟIC回路

6.17TTLのJKﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟを使ってﾊﾟﾙｽ幅可変域が大きくとれる

よう設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

6.18 2個のﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟを用い設計したﾊﾟﾙｽ分離回路

7ｼﾕﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路設計例

7.1ｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路のﾄﾘｯﾌﾟ電圧VTの求め方

7.2ｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路の回復電圧VRの求め方

7.3ｼｭﾐﾀﾄﾄﾘｶﾞ回路の入力抵抗の求め方

7.4ｼｭﾐﾀﾄﾄﾘｶﾞ回路のﾋｽﾃﾘｼｽを少なくする方法



7.5ｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路の設計手順

7.6ｺﾝﾃﾞﾝｻを除去し安価になるよう設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.7ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙICを用いた安価なｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.8ICを利用し経済的に構成したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.9μL914を用い設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路と論理回路

7.10ﾃﾞｭｱﾙNAND ICを用い設計した安価なｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.11消費電力の少ないMOSFETを用い設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.12出力ｵﾌｾｯﾄ電圧0Vになるよう設計したｺﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾀﾘｼｭﾐ

ｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.13ﾊﾞｯｸﾗｯｼｭが生じないよう設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.14雑音余裕特性を改善設計した1OOMHzｼﾕﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.15ﾊﾞｲｱｽにﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.16IC使用の ｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ 回路(ﾚﾍﾞﾙ検出器,正弦一方形波変換

器)

7.17 2個のﾀﾞｲｵ-ﾄﾞ整合に用いるとき便利なように設計した二重ｼｭﾐ

ｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.18ﾓﾉﾘｼｯｸICｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路とその使用例

7.19光起電ｾﾙを用いｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ用に設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.20 OCIを用いｶ-ﾄﾞﾘ-ﾀﾞ用に設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.21ﾄﾘｶﾞ動作のﾚﾍﾞﾙ可変になるよう設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.22MOSFETを用い設計した高入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを特徴とするｼｭﾐｯ

ﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.23ｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞを応用して設計した入力信号の振幅により制御され

たﾁｬﾈﾙｾﾚｸﾀ

7.24ｾﾞﾛﾋｽﾃﾘｼｽと等しいﾏｰｸｽﾍﾟｰｽ比を与えるよう設計したｼ

ﾕﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回略

7.25ｲﾝﾊﾞｰﾀｽﾃｰｼﾞからなる電流ﾓｰﾄﾞｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.26演算増幅器1個で構成したTTL,DTLを直接駆動できるｼｭﾐｯﾄﾄ



ﾘｶﾞ回路

7.27IC NANDｹﾞｰﾄ1ﾊﾟｯｹｰｼﾞで構成したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.28この回路を接続しても大した負荷とならないCMOS論理ICを用いた

経済的なｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.29演算増幅器を用いて設計した高性能で正確なｽﾘｭｰﾚｰﾄの大きい

ｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.30電流ﾓｰﾄﾞ演算増幅器を用いｱﾅﾛｸﾞｰﾃﾞｨｼﾞﾀﾙの境界で使えるよ

う設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.31 3入力CMOS NANDｹﾞｰﾄを用いて設計した広いﾋｽﾃﾘｼｽのｼ

ｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.32CMOSｹﾞｰﾄを用いて設計した高いしきい値を連続的に可変できるｼ

ｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.33ICﾀｲﾏ(MC1455)を用いて構成した安価な汎用ｼｭﾐｯﾄﾄﾘ

ｶﾞ回路

7.34ﾎﾄﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ動作を安定にし,出力ﾊﾟﾙｽがTTLﾚﾍﾞﾙになるよ

う設計した赤外線ｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

7.35ICﾀｲﾏを使用し入力周波数を変えずに入力信号を方形波に変える

よう設計したｼｭﾐｯﾄﾄﾘｶﾞ回路

8弛張発振回路設計例

8.1ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能なUJTを用いて発振周期を直線制御できるよう設計し

たPUT弛張発振回路

8.2UJT,SCR,ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計した3種類の弛張発振回路

8.34層ﾀﾞｲｵｰﾄﾞOuonicｽｲｯﾁ,ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計し

た弛張発振回路

8.4弛張発振回路を広帯域化する方法

8.5弛張発振回路によりﾓｰﾙｽ信号発生器用に設計した繰返し駆動回路

8.6弛張発振回路をUJTを用いて設計する場合のﾊﾟﾙｽ幅計算万法



9ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ発振回路設計例

9.1ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ変圧器なしの設計を行なったﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ発振回路

9.2視神経ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ用に設計した光によって応答するﾌﾞﾛｯｷﾝ

ｸﾞ発振回路

9.3光導電性ﾀﾞｲｵｰﾄﾞを使ったﾌﾞﾛｯｷﾝﾀﾞ発振回路の結合ﾓﾃﾞﾙ

9.4ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙに制御できるよう設計したﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ発振回路

10ｸﾘｯﾊﾟ回路設計例

10.1ICを用い設計した正弦波ｸﾘｯﾊﾟ回路

11ﾘﾐｯﾀ回路設計例

11.1二つの定電流回路を用い設計したしきい値可変ﾘﾐｯﾀ回路

11.2ﾘﾐｯﾀｱﾝﾌﾞの位相量を補償する方法

11.3丸みの少ないｸﾗﾝﾌﾟ波形をつくるよう設計した正確なIC化ﾘﾐｯ

ﾀ回路

11.4入力信号増幅器ﾘﾐｯﾀを用い光変調器を駆動するﾊﾟﾙｽ整形回路

12ｸﾗﾝﾌﾟ回路設計例

12.1帰還とｸﾗﾝﾌﾟを用い設計したｺﾝﾊﾟﾚｰﾀﾜﾝｼｮｯﾄ回路

12.2ﾀﾞｲｵｰﾄﾞｸﾗﾝﾌﾟ回路を用い設計した波形の振幅,周波数が可変の

簡単な関数発生回路

12.3ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用い簡単化を目的に設計した電圧ｸﾗﾝﾌﾟ回路

12.4 10MHZまでのﾀｲﾐﾝｸﾞで出力を基準電圧にﾛｯｸするよう設計し

たFETｸﾗﾝﾌﾟ回路

12.5ﾗﾝﾀﾞﾑなﾊﾟﾙｽをｸﾗﾝﾌﾟするため設計したDCﾘｽﾄｱﾗｰ回路

12.6ｸﾗﾝﾌﾟﾚﾍﾞﾙ可変に設計したﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｱﾚｲ使用の温度補償DC

復帰回路

12.7傾斜波,方形波,ﾊﾟﾙｽを発生するよう設計した関数発生回路



13振幅弁別回路設計例

13.1ICを使用し設計した雑音に強いﾊﾟﾙｽ幅弁別回路

14標本化回路設計例

14.1A-D変換器,標本化保持回路較正用ﾊﾟﾙｽ発生回路

14.2A-D変換器,標本化保持回路較正用の負の出力ﾊﾟﾙｽを発生するﾊﾟ

ﾙｽ発生回路

15ｽﾄﾛｰﾌﾞ回路設計例

15.1雑音に対して強いICｲﾋ設計したｽﾄﾛ-ﾌﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

16ｹﾞｰﾄ回路設計例

16.1最小ｹﾞｰﾄ幅30nsに設計した高速度ﾘﾆｱｹﾞｰﾄ回路

16.2SCR-を用い設計した同期ｹﾞｰﾄ回路

16.3μL914を使い設計したﾊﾟﾙｽﾏｽｸｹﾞｰﾄ回路

16.4ｽｲｯﾁﾝｸﾞ雑音を生じないよう設計した低ﾚﾍﾞﾙ信号ｹﾞｰﾄ回路

16.5振幅200mV,時間幅20nsの入力信号に感応するｹﾞｰﾄ回路

16.6高ﾚﾍﾞﾙAC信号用に設計したｱﾅﾛｸﾞｹﾞｰﾄ回路

16.7 1個の排他的論理和ｹﾞｰﾄで構成したﾊﾟﾙｽ極性反転回路

16.8高速論理回路用に設計したECL OR-NORｹﾞｰﾄ回路

16.9大電ｶｽｲｯﾁｵﾌの保護回路に設計したﾄﾗｲｱｯｸｹﾞｰﾄ回路

16.10CMOSを用いて設計した高入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽNANDｹﾞ-ﾄ回路

17ﾊﾟﾙｽ微分,積分回路設計例

17.1RCA社CA3008を用い設計した積分回路と微分回路

17.2固体回路を用い設計したｹﾞｰﾄ積分回路

17､3UJTとｻｲﾘｽﾀを用い設計した積分回路ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ

17.4UJTを用いﾘｾｯﾄ点を安定化するよう設計した積分りｾｯﾄ回路



17.5DTLｹﾞｰﾄだけで個別部品を用いずに設計したﾊﾟﾙｽ微分回路

17.6非常に簡単な方法でﾊﾟﾙｽ列を積分する回路

17.7電源を必要としないよう設計した放電回路付き積分回路

17.8ごく狭い幅の出力が得られるよう設計したﾊﾟﾙｽ微分回路

17.9正帰還を有する簡単な増幅器を用い設計したﾐﾗｰ積分回路

18ﾌﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾌﾟ回路設計例

18.1ﾌﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾌﾟ積分回路を変形した直線性のよい掃引発振回路

18.2直線性のよい掃引信号を発生するよう設計したﾌﾞｰﾄｽﾄﾗｯﾌﾟ回路

19ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

19.1ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞを伝送線路の途中に挿入したﾊﾟﾙｽ再発生回路

19.2ﾄﾘｶﾞ入力に同期した負のﾊﾟﾙｽが得られるよう設計したﾄﾝﾈﾙﾀﾞ

ｲｵ-ﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生回路

19.3負のﾄﾘｶﾞ入力と同位相で所定の幅をもつ負のﾊﾟﾙｽが得られるよう

設計したﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生回路

19.4負のﾄﾘｶﾞ入力と同位相で所定の幅をもつ正のﾊﾟﾙｽが得られるよう

設計したﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生回路

19.5正のﾄﾘｶﾞ入力と同位相の負のﾊﾟﾙｽが得られるよう設計したﾄﾝﾈ

ﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生回路

19.6ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ機能をもつnsﾚﾝｼﾞのﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生

回路(1)

19.7ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ機能をもつnsﾚﾝｼﾞのﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生

回路(2)

19.8PCM伝送用に設計した卜ﾝﾈﾙﾀﾞｲｵ-ﾄﾞ単向性ﾊﾟﾙｽ発生回路

19.9ﾊﾟﾙｽの立上り,立下りに同期したﾊﾟﾙｽが得られるよう設計したﾄ

ﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生回路

19.10 50ns~10μs,mW級出力が得られるよう設計したﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰ



ﾄﾞ･ﾊﾟﾙｽ発生回路

20ﾊﾞﾙｸ発振素子ﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

20.1ｱﾊﾞﾗﾝｼｪﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを使用し設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

20.2ｱﾊﾞﾗﾝｼｪﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用いたﾊﾟﾙｽ幅可変に設計したﾊﾟﾙｽ発

生回路

20.3ｽﾃｯﾌﾟﾘｶﾊﾞﾘﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計したﾊﾟﾙｽ発生回路(1)

20.4ｽﾃｯﾌﾟﾘｶﾊﾞﾘﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計したﾊﾟﾙｽ発生回路(2)

20.5ｱﾊﾞﾗﾝｼｪﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計したGHzﾚｰﾄの100Vﾊﾟﾙｽ発

生回路

20.6ｱﾊﾞﾗﾝｼｪﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用い設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

21UJTﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

21.1UJTと磁気ｺｱｰを用いたﾊﾟﾙｽ発生回路の利点

21.2UJTと磁気ｺｱｰを用い設計した急峻なﾊﾟﾙｽの得られるﾊﾟﾙｽ発生

回路

21.3UJTを用い設計した単安定ﾊﾟﾙｽ発生回路

21.4M-S比および周波数を独立に変えられるよう設計したUJTﾊﾟﾙｽ発

生回路

21.5ﾗｯﾁﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟとUJTを用い設計した波形発生回路

21.6UJTを用い設計したのこぎり波発生回路

21.7UJTとSCRを用い設計したのこぎり波発生回路

21.8UJTの動作範囲が広くなるよう設計したのこぎり波発生回路

21.9SCRとUJTを用い設計した雑音に強い単安定回路

21.10UJTにより安定化設計した長時間単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

21.11UJTを用い設計した力形波可変周波数発振回路

21.12UJTとICﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟを用い設計した安定な方形波発生回路

21.13UJTを用い設計した信頼性の高い方形波発生回路



21.14UJTを用い設計した万形波発生回路

22SCRﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

22.1SCR2本を用い同期回路用に設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

22.2SCRを用いﾘﾝｸﾞｶｳﾝﾀ用に設計したﾘｾｯﾄﾊﾟﾙｽ発生回路

2Z3ﾄﾗﾝｽとﾎﾄSCRを用い設計した分離のよい生理学測定用ﾊﾟﾙｽ発

生回路

23ICﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

23.1ﾊﾟﾙｽの繰返周波数を倍にするよう設計したICﾊﾟﾙｽ発生回路

23.2 3個のICを用いて設計したﾊﾟﾙｽ幅,出力遅延可変のﾊﾟﾙｽ発生回路

23.3ICを用いて設計したｶｳﾝﾀ用基準ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.4正確なﾊﾟﾙｽ列を発生するためICを用いて設計した単安定回路

23.5IC2個を用いて構成したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.6ﾊﾟﾙｽ幅が一定で短いﾊﾟﾙｽを得るよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.7 4重2入力NORｹﾞｰﾄを用いて設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.8ﾊﾟﾙｽ幅が1~10μsの範囲の較正されたﾊﾟﾙｽが得られるよう設計

したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.9ICだけを用い設計したﾗﾝﾀﾞﾑﾋﾞｯﾄ発生回路

23.10ICを用い設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽの遅延用としても使えるﾊﾟﾙｽ発生

回路

23.11演算増幅ICを用い設計した1ms~1,000sのﾊﾟﾙｽ発生回路

23.12NANDを用いて設計した出力周波数とﾊﾟﾙｽのﾃﾞｭｰﾃｨが可変のﾊﾟ

ﾙｽ発生回路

23.13ｼﾌﾄﾚｼﾞｽﾀなどの試験に適するよう設計した定数ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.14電源をｵﾝするとﾘｾｯﾄﾊﾟﾙｽが出るよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.15ICを用いた汎用ﾊﾟﾙｽ発生回路のｱｯﾀﾞ部と出力部

23.16ICを用いた汎用ﾊﾟﾙｽ発生回路の周波数微調回路部



23.17SN7413ICを用い設計した非常に簡単なﾊﾟﾜﾘｾｯﾄﾊﾟﾙｽ発生回

路

23.18ﾀｲﾏﾏｲｸﾛ回路555を用い設計した単安定ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.19ｸｨﾏﾏｲｸﾛ回路555を用い設計した無安定ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.20ﾗｲﾝﾚｼｰﾊﾞ用ICを用いて設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.21ﾗｲﾝﾚｼｰﾊﾞ用ICを用いて設計したｹﾞｰﾄ付ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.22計算機,制御ｼｽﾃﾑ用に設計した外部起動によるﾊﾞｰｽﾄﾊﾟﾙｽ発

生回路

23.23設定した時間内に所定のﾊﾟﾙｽ数を発生するよう設計したﾌﾟﾘｾｯﾄ

ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.24高い周波数でﾌﾟﾘｾｯﾄ可能なように設計したICﾊﾟﾙｽ発生回路

23.25IC1個を用い広い周波数範囲のﾊﾟﾙｽ発生ができるよう設計した回路

23.26電子き楽用にICを使用し設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.27ICﾀｲﾏ555を使用し設計した広範囲ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.28論理ICｹﾞｰﾄを用い設計した高周波ﾊﾟﾙｽ発生回路

23.29論理ICｹﾞｰﾄを使用し設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

23.30ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ時計用に設計した携帯用ﾀｲﾑﾍﾞｰｽ回路

24ﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

24.1ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀとUJTを用い設計したSCR用ﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生

回路

24.2PUTを用い設計した簡単なSCR用ﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.3SCRを用い設計したﾌﾗｯｼｭﾁｭｰﾌﾞ用ﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.4雑音に強く誤動作しないよう設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.5ﾛｼﾞｯｸ回路用のﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.6ﾛｼﾞｯｸ回路が誤動作しないよう設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.7周波数可変,位相可変に設計した低周波ﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.8ｽｲｯﾁを閉じるごとにﾄﾘｶﾞするよう設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回



路

24.9ｽﾃｯﾌﾟ関数によってﾄﾘｶﾞするよう設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.10ｽｲｯﾁを閉じるごとに一定の出力ﾊﾟﾙｽを出すよう設計したﾄﾘｶﾞ

ﾊﾟﾙｽ発生回路

24.11ｺﾝﾃﾞﾝｻを1個も用いず設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.12ﾎﾄﾏﾙﾁﾌﾟﾗｲｱを用い設計したX線用のﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.13ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟｶｳﾝﾀのﾄﾘｶﾞ用に設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.14関数発生回路のﾄﾘｶﾞ用に設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.15ｱﾅﾛﾀﾞ電圧を入力とする回路用に設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.16単一電源で動作するよう設計した論理ﾚﾍﾞﾙﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

24.17抵抗とｺﾝﾃﾞﾝｻを用い両ｴﾂｼﾞﾄﾘｶﾞ用に設計したﾄﾘｶﾞﾊﾟﾙｽ発

生回路

25単発ﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

25.1ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟICを用い設計した単発ﾊﾟﾙｽ発生回路

25.2ﾃﾞｭｰﾃｨ98%まで可能に設計した単発ﾊﾟﾙｽ発生回路

25.3単安定ﾘﾚｰ回路用に設計した単発ﾊﾟﾙｽ発生回路

25.4ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙｼｽﾃﾑの診断および修理に便利な単発ﾊﾟﾙｽ発生回路

25.5ﾄﾘｶﾞを加えてからﾊﾟﾙｽが生じるまで1~30秒になるよう設計し

た単発ﾊﾟﾙｽ発生回路

25.6ｽｲｯﾁを押すと一つのﾊﾟﾙｽを発生するよう設計したDTLﾛｼﾞｯｸﾊﾟ

ﾙｻ,RTLﾛｼﾞｯｸﾊﾟﾙｻ

25.7ｽｲｯﾁのﾁｬｯﾀﾘﾝｸﾞの影響を受けないよう設計した6Vの単一

ﾊﾟﾙｽ発生回路

25.8μSから時間ｵｰﾀﾞの遅延時間をもつよう設計した単発ﾊﾟﾙｽ発生回路

25.9ﾊﾟﾙｽ幅をﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑできるよう設計したIC化単発ﾊﾟﾙｽ発生回路



2.6ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

26.1周波数可変,位相可変に設計した低周波ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾟﾙｽ発生回路

26.24層ﾀﾞｲｵ-ﾄﾞを用い設計したﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾟﾙｽ発生回路

26.31個のIC(MC789P)により設計した4ﾊﾟﾙｽ連続発生回路

27高速ﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

27.1ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀのｽﾃｯﾌﾟ復帰動作を利用し設計した高速ﾊﾟﾙｽ発生回

路

27.2ﾎﾞｯﾌﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計したnsﾊﾟﾙｽ発生回路

27.3GaAsﾊﾞﾙｸを用い設計したｻﾌﾞnsﾊﾟﾙｽ発生回路

27.4立上りの速いSCRを用い設計した50ns高速ﾊﾟﾙｽ発生回路

27.5ｿﾆｯｸ変換器用に設計したnsﾊﾟﾙｽ発生回路

27.6ﾊﾟﾙｽ幅約20nsに設計したﾁｬｰｼﾞﾊﾟﾙｽ発生回路

27.7立上り,立下り時間1nsに設計した超高速ﾊﾟﾙｽ発生回路

27.8ｱﾊﾞﾗﾝｼｪﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用い設計したnsﾊﾟﾙｽ発生回路

27.9二つのｽﾃｯﾌﾟﾘｶﾊﾞﾘﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計したｻﾌﾞnsﾊﾟﾙｽ発

生回略

28大電力ﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

28.1 1個のSCRにより設計した両極性のﾊﾟﾙｽ発生回路

28.2簡単な構成で設計した高速大電流ﾊﾟﾙｽ発生回路

28.3PUTを用い設計した大電力ﾊﾟﾙｽ発生回路

28.4PUTを用い設計した定電流駆動用の大電力ﾊﾟﾙｽ発生回路

28.5PUTを用い定電流出力が得られるよう設計した大電力ﾊﾟﾙｽ発生回路

28.6ｷｾﾉﾝｱｰｸ駆動用に設計した35V,180Aのﾊﾟﾙｽ発生回路

28.7直列接続のSCRににより設計した高圧大電流ﾊﾟﾙｽ発生回路

28.8振幅,ﾊﾟﾙｽ幅,ﾃﾞｭｰﾃｲ比を変えられるよう設計した大電流ﾊﾟﾙ

ｽ発生回路



28.9振幅,ﾊﾟﾙｽ幅,ﾃﾞｭｰﾃｨ比可変に設計した大電流ﾊﾟﾙｽ発生回路

の制御回路

28.10ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用い設計した1OMHz大出力ﾊﾟﾙｽ発生回路

29立上りの速いﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

29.1ｱﾊﾞﾗﾝｼｪﾄﾗﾝｼﾞｽﾀを用い設計した立下りの速いﾊﾟﾙｽ発生回

路

29.2ﾄﾝﾈﾙﾀﾞｲｵｰﾄﾞとﾄﾗﾝｼﾞｽﾀで設計した立上りの速いﾊﾟﾙｽの

得られるPPM回路

29.3立上りが速くﾃﾞｭｰﾃｨが小さくなるよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

29.4立上り,立下り時間10ns以下に設計した単発ﾊﾟﾙｽ発生回路

29.5立上り時間50ns以下になるよう設計した単安定ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ

回路

30ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾙｽ発生向路設計例

30.1ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされた波形を発生するよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

30.2ｵｰﾙIC化設計したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾙｽ発生回路

30.3計算機制御ができるよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

30.4NMR用に設計したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾊﾟﾙｽ発生回路

30.5NMR用に設計したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾊﾟﾙｽ発生回路のｶｳﾝ

ﾀ部

30.6ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能に設計いたﾊﾟﾙｽﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞﾕｰﾀ回路

30.7ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙに設計したﾊﾟﾙｽｴｯｼﾞｾﾚｸﾀ回路

30.8ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀﾁｯﾌﾟを用い設計したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ周波数発生回路

3

1

特殊ﾊﾟﾙｽ発生回路設計例

31.1長時間周期の長いﾊﾟﾙｽ幅が容易に得られるよう設計した自走ﾊﾟﾙｽ

発生回路



31.2電源および温度変動の影響を受けないよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.3ﾎﾞﾀﾝにより手動起動するよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.4温度-55℃~+100℃で安定動作するよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.5簡単なｹﾞｰﾄにより設計した位相固定ﾊﾟﾙｽ列の発生回路

31.6立上りに同期するよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.7両極性ﾊﾟﾙｽが得られるよう設計したﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ回路

31.8維音余裕測定用に設計した過渡ﾊﾟﾙｽ発生回路

31.9TTLｹﾞｰﾄを用い設計した低ｺｽﾄのedger回路

31.10ZnS/NdF3/EL素子励起用に設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.11ﾊﾟﾙｽ発生間隔をﾗﾝﾀﾞﾑになるよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.12ﾂｴﾅﾀﾞｲｵｰﾄﾞを用い設計した対称ﾊﾟﾙｽ発生回路

31.13磁気的に結合した低周波1.5Vで動作するよう設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.14同期位相の変調ﾊﾟﾙｽによって変調するよう設計したRF信号変調回路

31.15低消費電力となるよう設計した電池式高圧ﾊﾟﾙｽ発生回路

31.16発光ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ用に設計した簡単で安価なﾊﾟﾙｽ発生回路

31.17ﾀﾞｲｵｰﾄﾞでτを大きくとれるよう設計した磁気ﾊﾟﾙｽ発生回路

31.18高入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの直流増幅器用に設計したﾊﾟﾙｽ発生回路

31.19演算増幅器ICを用い設計した電子的ｷｰﾔ回路

31.20ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路を試験するため設計した低速ﾊﾟﾙｽ発生回路

31.21回路の簡単化を目的に設計した擬似ﾗﾝﾀﾞﾑﾊﾟﾙｽ発生回路

31.22電源がﾀ-ﾝｵﾝする間ﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟで禁止ﾊﾟﾙｽを発生する回路

31.23 20MHz,16Vの出力が得られるよう設計したﾊﾟﾙｽ速度発生回路

31.24小容量のﾀｲﾐﾝｸﾞｺﾝﾃﾞﾝｻを用い周波数0.3Hzが得られるよう設

計した広帯域ﾊﾟﾙｽ発生回路
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